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2012年3月期の総括

2012年3月期は、東日本大震災、欧州債務危機、新興諸国の

経済減速などの影響により、厳しい環境が続きました。当社の

主要事業に大きな影響を与える国内株式市場は、東日本大震災

以降の経済活動の停滞が大きく影響し、全般的に低調に推移し

ました。また、海外においては、欧州債務危機の深刻化を背景







国内の経済環境は、













Q5. 金融サービス事業の今後の展開についてお聞かせください。

A5. 国内金融サービス事業においては証券・銀行・保険を3大コア事業に据えた「トライアングル」

















主要企業 事業内容

S







中川隆
SBIインベストメント（株）
代表取締役執行役員COO

SBIインベストメントは、「“新産業クリエー

ター”として21世紀の中核的産業の創造及び育成

を担うリーディング・カンパニーになる」という経

営理念のもと、ITやバイオなど次世代の中核的産

業となる分野の未公開企業に重点を置いて投資を

行っており、
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主要企業 事業内容

当社事業部







あいおいニッセイ同和損害保険（株）への再保険契約及び業

務委託契約の終了は、早期の黒字化と将来利益の拡大を目的と

したものです。再保険契約については、当初、創業期の引受リ

スクヘッジと資本負担の軽減を主たる目的として実施していま

したが、契約数が伸びSBI損保単独で引受リスクがとれるように

なったため、2011年3月末を以って再保険の新規拠出を終了し

ました。これにより、売上総利益の拡大が見込まれます。
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生活関連ネットワーク事業（SBIホールディングス、SBI









2012年

SBIファーマ（株）とバーレーン政府
の調印式
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せ、コーポレート・ガバナンスの適正性の確保を図っています。

以上のような現在の態勢によって、経営の透明性確保、経営

者の第三者説明責任の遂行といったコーポレート・ガバナンス

の基本原則を遵守できているものと考えています。

コーポレート・ガバナンス強化のための取り組み
内部統制システムの整備

当社は経営の透明性、コーポレート・ガバナンスの充実のた

めには内部統制システムを整備し、健全な内部統制システムに

より業務執行を行うことが重要であると認識し、その整備に努

めています。また、法令遵守及び倫理的行動が当社の経営理

念・ビジョンの実現の前提であることを、代表取締役から全役

職員に徹底させています。

具体的には、取締役間の意思疎通を図るとともに、代表取締

役の業務執行を監督すべく取締役会規程に基づき定時取締役

会及び臨時取締役会を開催するほか、コンプライアンス担当役

員を定め、その直轄部門としてコンプライアンス統括部を設置

し、当社のコンプライアンス上の課題・問題の把握に努めさせ

ています。また当社は、取締役及び職員が当社における法令・

定款違反行為その他コンプライアンスに関する重要な事実を

発見した場合に報告することを可能とするために、







4. 虐待防止啓発活動

社会全体での児童虐待への取り組みを推進するため、一般市民
向けの啓発活動を行っています。2012年3月期は、日本医師会
との共催による「子ども虐待防止フォーラム～ゼロ歳児からの子
ども虐待防止を目指して～」を各地で4回実施したほか、SBI子ど
も希望財団・SBI



など勉学の利便性を高めているほか、2012年2月には3















能性があり、結果として当企業グループの財政状態及び業績や評判
に影響を与える可能性があります。
当企業グループの内部統制システムはいかに緻密に整備されて

いたとしても、その本来の性質により判断の誤りや過失による限界
を有しております。したがって、当企業グループのリスク管理及び
内部統制のためのシステムは、





連結貸借対照表

























【ホームページのご案内】

SBIグループでは、ス






